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1.2つの複素変数 zと りの間に、一価の正則関数ノoに よってω=ノ (そ)の関係があるとき、ωを関数∫に
よるての像 (image)と いう。

③ 変換ノ(χ,ノ)=″ (χ,ノ)+′υ(χ,y)に よるχ―グ面と
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で与えられることを示せ。

(b)ω =z2に よってそ平面上の 2直線ノ=χ とχ=1は ω平面上にどのように写像されるか。また、2直
線の交わる角はどう変化するか。

2.定 まったzに対する0<|″|<∞ でのLaurent展開
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の係数島(て)を れ次 Bessel関数という。次式を導け。
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(γ はオイラー数)

⑥ 血 な の無限乗積の公式とweie‐酬 sの公式翻 いて、
「
②即 ―o=命 を示せ。

4.Airy関数 A,(χ)は

五0=寡だⅨpレ [+豊♂レ
で定義される。停留位相の方法を用いて、Airy関数が次の漸近形で表されることを示せ。

③んω～轟ノμ ttp← :ノうぃ+→ 04⑦～√国→μdnttγ2+鋤 ぃ_っ
5,関数∫(χ)に対する次の形の表現をFouner展開と呼ぶ。
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(a)関数ノo)=国 ←π<χ くπ)の Fou五er展開を求め、それを不U用 してΣ 。が鵠ァ
の値を求めよ。

(b)0<χ <π における∫o)=cOS χの Founer余弦級数および正弦級数を求めよ。


